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連 盟 の

新任の挨拶にかえて

北海道造形教育連盟

委員長 遠 藤 久 男

本年 5月 の地区委員総会で選出されましたが、会員

のみなさんへの挨拶がおくれ、この紙面で述べます事

は、誠に中しわけなく恐縮に存じております。

みなさんがご承知のように、歴代の委員長さんは実

に立派な秀れた実践家で、連盟の運営や実践研究には

強烈な情熱を傾けられて数々の成果を残されました。

偉大な業績をもっ方々の後を受け継 ぐのは本当に冷汗

もので、年甲斐もなく今だ足が地に着かない状態であ

ります。しかし、引き受けた以上連盟が掲げる本道造

形教育の振興を目ざして、最大限の努力を傾けたいと

念じております。どうかご支援のほどお願い申しあげ

ます。

連盟が先年30周 ,年記念事業を終 えました。30余年の

歴史をもつということは、半世紀へ向けての大きな飛

躍を意味するものであり、造形教育、その実践的研究

の質が問われる時代に入ったものと考えられます。今

まで全道一九となって築きあげた歴史の伝統の上に、

新しい時代への構想を確かなものにし、誤ることのな

い未来志向を再び論じ合いたいものであります。

幸いなことに、各地区サークルや連盟支部が着実な

実践活動を重ね健在であります。この事は誠に心強い

限りであり、本部の各部活動も地区活動と連携を図り

ながら、各地で地道な研究のもと貴重な実践的資料を

お持ちの方々とも連携 し、温い友情を通わせて組織強

化を進めたいものであります。

子どものおかれている社会環境は、必ずしも望まし

いとはいえません。しかしこれが現実であります。自

から創り出す喜びは、子どもたちの心の叫びであり、

この求めて止まない子どもの心に迫る造形教育。子ど

もと共に創り出す造形教育で、喜びのある豊かな表情

を見取 りたいものであります。会員のみなさんと共に

造形教育の真実を求めて、たゆまぬ努力を重ねたいと

決意しております。
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役 員 の 紹 介

副委員長 石 塚  潔
室蘭生まれ。地区委員歴約20年。

全道展会員。現在、室蘭市立喜門

岱小学校長。

副委員長 ―ノ戸信雄
上砂川生まれ。連盟倉J立当時か

ら地区委員として参 Il。 昭和40～

42年空知教育lf究所員。現在西長

沼小学校長。

副委員長 加 藤  正
第33回全道造形研留萌大会副大

会長。51年 より留萌地方美術教育

|~T究会長。沖見小学校長。

副委員長 種市誠次郎
札幌で生育。連盟発足より参画。

能力表提案。道展会員。市図工部

顧間。道幼美副会長。札幌市立手

稲鉄北小学校長。

副委員長 越 田 ― 喜

1923年、函館市に生れる。函館

市美術教育研究会顧間。函館市立

東川小学校長。

監 査 川野上 彰
根室市出身。勤務校別海中央小

学校長。連盟創設以来地区委員。

別海町生涯教育研究所長。

監 査 渡 辺 正 勝

大泊生まれ、旭川で育つ。連盟

地区委員1968年 より。純生美術会

々員。旭川末広小勤務。

事務局長 森 り|1昭 夫
夕張育ち。昭和51年 より事務局

長。グループ藻塑、涯青会メンバ

ー。白楊小学校校長。
(札幌・藻岩北小校長)



いる。主な仕事は

(1)研究主題の設定 (57年度主題は創りだす心を呼
び起す造形教育)

(2)研究主題にせまるための研究計画。
(3)全道造形教育研究大会の指導・助言。

(4)各種研究誌の発刊と募集。 (研究紀要、指導の

構築は第 6集 に達 している)

(5)各種講習会、講演会の開催。

(6)各種講習会、研究会への講師派遣。

(7)支部サークルとの研究の連携。
などである。尚、全道造形教育研究大会は毎年全道

各地で行われている。

○事 業 部
事業部の仕事の主なものは、

(1)全道教育美術展

・ 毎年行われているもので、今回で第 9回 目を迎え

る。広く全道各地から絵画、版画、デザインの作

、品を募集している。対象は幼・小・中に在籍 して

いるものならだれでも応募できる。〆切は12月 20

日。 1月 上旬に札幌東急デパー トで展覧会を開い

ている。

(2)全道立体造形展

・ これも毎年行われている。今年は第 7回展。対象

は全道各地の小・中学生の立体作品。

函館・旭川・釧路・札幌で地方審査 を行い、そ

の中から優秀作品を集めて札幌で中央審査が行わ

れている。地区審査は 9月 ～ 10月 、中央審査は10

月下旬。展示会はヨークマツザカヤで開催。

(3)各種審査会の審査 (後援 )

(4)各種子ども絵画教室の後援等

○広 報 部
連盟報を年 3回発行 している。美術教育の理論や実

践を紹介しているも図工教師の連携をはかるため全道

20地区に配布している。

北海道造形教育連盟

昭和24年 4月 、小中高大の美術教育にたずさわるも

の35名 で札幌美育教育連盟として発足した。その後、

25年は北海道美術教育会、26年 11月 に北海道図画工作

連盟と改称され、さらに昭和34年 3月 に北海道造形教

育連盟と改称されて現在に至っている。

●目 自勺 は

本道造形教育の振興を図る。

●目的達成の事業として

(1)研究会、講演会、展示会の開催と後援。

(2)造形教育に関する教科書・教材・教具等の研究。

(3)機関紙「北海道造形教育Jの刊行。・

(4)他造形教育団体との連携。

(5)そ の他造形教育振興上必要なこと。

以上の事項を行っている。

●組  織
全道各地にサークルを置き、会員は原則としてこれ

に所属 している。また、本部は札幌においている。

〇会 計 部

連盟の文字どおり台所。会費や事業収入、寄附金な

どの収入。研究、事業等の支出を一手に引き受けてい

る。

○庶 務 部
地方サークルとの連絡、各会員間の連絡、他造形団

体との連携に後援団体との渉外、各種会議の招集など

庶務的仕事を一手に引き受けている。会議の中で一番

大きいのは全道支部から地区委員が集まる委員総会で

ある。

○研 究 部

連盟の頭脳である。部長以下 5名 の者で構成されて

全道の幼・小・中・高・その他これに準ずる学校の教職員で、本連盟の目的に賛同するものであればだれ

でも入会できる。

全道各地の支部、サークルに加入したい旨申込めばよい。年間会費 500円 。しかし、地区サークル費も一

緒に納めることになっているので、詳細は地区支部に問い合わせてほしい。
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私の絵画授業小論

授業の創造

滝り|1市立,竜り|1第二月ヽ学校 早 弓 弘 行

教育は「方法の時代」に入ったといわれる。いささ

か逆説めくが「方法が内容を決定する」という人さえ

いる。

たしかに、私達教師が新しい方法を考えついたとき、

次の授業は楽 しみでならないものだ。いい指導を期待

する教師の心のときめきが、子どもに伝わらぬはずは

ない。

教材は、子どもにとっても教師にとっても、いつも

新鮮で生き生きしていなければならない。昨年扱った

題材であっても、教師は常に新しい解釈と工夫を加え

なければならない。考えてみれば、先生って大変なも

のだなあといいつつ……。

■ドレミの絵 (小学校中学年～高学年)

色の明るさや、あざやかさに変化をつけると、

子どもの絵がぐんと良くなることがある。

木材の切 り日の明るさ。あざやかさを少しずつ変え

ると、絵にリズムが表われる。歌に音階があるように、

絵にも「色階」がほしい。子どもには「この切 り口に

ドレミをつけてちょうだい」でわかるのではないか。

どれがドでどれがレか、切 り口をよく見させるとよ

い。これを「 ドレミの絵」と名づけよう。

■6年生の大発見″

校舎増築工事のスライドを投影して、構成の学習を

する。休憩時画用紙をもってスクリーンの前を横切っ

た子の紙に、あざやかにスライドの一部分が映る。

「ああっ !J

「ホントの絵みたいだァ。J

「きれいだァ。」

教室中がざわめいた。まったく偶然におもしろいこ

とを見つけた。休憩のあと、画用紙に投影し、風景の

切 り方を学習する。子どもは、自分の発見した方法に

大満足。
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子どもの小さな発見を見逃さず、再組織し、

・発展させるのは教師の仕事である。
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ぎ晨 … え考t漢えく孔る。
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■話しかけてくる絵

絵は、描 く子の心を限られた空間に投影させた

い 。

物語絵などのとき、導入の「話 しあい」が作品に反

映されてないことが多い。子どもの絵を変えるとは、

子どもそのものを変えていかなければいけないのに、

どうでもいいようなやりとりだけの導入が一般化しか

かっている。

短い時間を有効に使 うためには、「こうなってほし

いJと いう意図があらかじめあって、そのための「方

法」を吟味 し、実行可能なやり方を計画しなければな

らない。

■題名のくふう

“絵の題を考える"と は、絵の内容を考えることだも
「風景Jと いうよりは「樹木のある風景」といった方
が、より授業の意図がはっきりしてくる。

ある研修会で「ろうそくの人を吹き消す人」という

題で彫塑を指導している先生がいてひどく感心したが

このように題を聞いただけで、先生の考えが子どもに

もわかるのがよい。

できれば自校のカリキュラムをもう二度見直 して、

より郷土的に、自分の学校の子どもに合ったように具

体化するのがよいのではないだろうか。

たとえば、秋の写生会ならこんなふうに…

・ 樹木の間からみた団地風景

高学年 ・ 箱がたくさん積んであるけしき
・ 学校の非常階段 と夕暮れのけしき

・大きなブルドーザーを見た。

低学年 ・ 風の強い日
・ フェンスのうしろから見たやきゅう大会

早 弓 先 生 の こ と

私が中空知でごやっ介になったのは30年 から43

年までです。より沢山の仲間に恵まれべんきょう

になりました。

この間、早弓先生の指導から生まれたこどもの

絵はちょっと他と異なる魅力がありました。

こどもが実に楽 しく描いている一生き生きした

姿が、描かれた絵の中からみえてくるのでした。

この指導の秘密はどこにあるのか、知りたい、

盗みたいと常々思ったものでした。

こどもの絵に対する早弓絵画論は、いつも新鮮

であり、ユニークであって、ぴかっと光を放って

います。きわめて柔軟でそれでいてこどもの生活

感情がにじんででてきます。

それらは、このレポー トにも垣間みることがで

きますが既に幾年か前に請われて東京書籍から冊

子となって出版されていますから、道内はおろか

道外でもご覧になって我がものになさっておられ

る方も多いことでしょう。 “空知子供の作品を語
る会"の中心者として組織の上でも重鎮ですが、
決して現役を退かない実践者としての若々しさは

ずっとずっと変らぬことだろうと思います。

(札幌・北辰中学校 東志 隆)
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夢を大きくふくらませて

連 盟 顧 問

小 山田

退職 してもう5年、現在釧路短期大学の幼児教育学

課の講師、釧路成人学校の美術講師、文化教室の美術

講師など、現職時代と変らない多忙な毎日です。

退職してからの一番大きな仕事は、釧路市民会館の

大ホール緞帳の原画を制作 したこと。大ホール緞帳は

横 18メ ー トル、縦 8メ ー トル、釧路の大湿原をテーマ

にして制作 しました。

私の現職時代からの夢は、世界をかけ廻ってのスケ

ッチ旅行ですが、今その夢を現実に生かしています。

今迄の 5回 の外国旅行で、ヨーロッパ (フ ランス・イ

ギリス・オランダ・イタリヤ・西 ドイツ・スイス)、

メキシヨ、エジプト・ギリシャ、スペイン・ポルトガ

ル・モロッコ、中国と出かけました。

じっくり落着いて物を見つめ、美しいものを美しい

と感じる心。それを自己表現することのできる力をつ

けさせる教育。私達も創り出す仕事の喜びを味わいな

がら、 しっかり物を見る目を養わなければならない。
教育はあなたまかせ、他人まかせではどうしようも

ない。生きている生身の目の前の子どもひとリー人と

教師の個性がぶつかり合ってこそ、生きた授業、身に

ついた授業が展開されるであろう。

常に生き生きと躍動的で楽しさのあふれた授業であ

りたい。わからない子どもにどうしたら分るように教

えられるか。授業にのって来ない子どもにどうしたら

熱中させられるか。今、第33回全道大会に向けて、管

内の仲間達が「留萌らしい大会」を模索しながら、準

備をすすめている。

作るとは………描 くとは……・何なのか/問 い続ける。
300人 もの生徒を相手に自間自答しながら教壇に立っ

ている。指導の構築にも示しているから、 1年は静物
2年は自画像の課題で授業が展開されるが生徒に与え

られた時間は過ぎ、提出期日には間がある……クラブ

員が放課後制作するのは解るが、一般生徒の制作で美

術教室は満席、席のあくのを待つ一年生もいる。それ

が 1週間以上続き……合評会に間にあわせるものであ

る。 2年の終 りには彫金の制作をするのであるが、 2
年の授業展開はニクラスを芸術三科、音美書と別ける

ため 1年より人数は少ないが、それでも30人位はいる。

エスキースから始まって銅板に打ち込む金鎚の音は想

像を絶するものすごさである。誰一人落ちこばれる者

「この絵は生きている、実にいい。J 数千あるいは
数万点の中から選ばれた人選作品。せわしかった審査

が終わり、先生方もホッと一息、なごやかな雰囲気が

流れる中、作品が微笑みかけて来る。門外漢にもそれ

と分かる作品に会えた喜びが伝わる。

朝日新聞社が主催、後援する文化・スポーツ催事は

道内だけでも 200件 を超える。新聞記者から一転、“イ

ベント屋"と してのなんたるかが、少々身に付 き始め

たばかり。厄介さの連続であるが、子供達の手助けは

とりわけ楽 しい。絵画関係はいずれも北海道造形連盟

また札教研図工部の先生方の多大なるご協力を得て催

されている。

山と積まれた作品群。はたから見る目にはどれも素

晴らしい。が、いとも簡単に選外に。「大人の手が入

っている」 鋭い指摘 にうなづかざるを得ないことが

度々だ。次回はどんな作品が・…待ち遠 しい。

授業 を相 手 に
苺

幸 札幌月寒高校

中 村 矢 ―武
■
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マーガレット幼稚園

創立二十周年を終えた本園は、現在 3年保育 2ク ラ

スを含め 8学級 280名 の定員で、設備も全国的にも数

すくない本格的な体育館と図工室、音楽室、図書室、

視聴覚室、コンピュータールームなどの特別教室を持

ち、これらの施設を有効に活用して独特な幅の広い教

育活動を行っている。

従来の幼稚園教育が、お絵かき、お歌、お遊 ぎのこ

の三つを中心に行われている事に否定的であり、従っ

て絵画領域の教育活動は他の幼稚園とくらべると時間

的にも量的にもむしろ少ないと考える。特に絵を描 く

事についての直接的な指導はほとんどない。にもかか

わらず、ここ20年来、NHK図 画コンクール、 STV
図画コンクール等に多数の入選者を毎年だしており46

47・ 48年 には、優秀学校賞を連続いただいてぃる。50

年に北海道教育美術展ができてから、ずっと参加して

いるが、これにも毎年安定した入選を続けている。

この事は全体の教育活動の中に、農園・器具体操・

ミニ・バレー・はさみ将棋・乗物ごっこ等幼児が喜ん

歴史的風土の街と自負する

函館は、自然の美しさのみで

なく幕末の国際港であった時

代をしのばせるエキゾチック

な建物も多く、絵の題材にこ

と欠かない。特に函館山山麓

の元日]一帯には石だたみの坂

道、r]E_Fと 赤や緑の尖塔を持

つ教会、赤レンガ造りの洋館

などがあり、港と共に写生会

の場所となる。 8月 L旬 の港

で参加するだけでなく真剣に取 り組む活動が多く含ま

れている事の影響が多ぃと思われる。勿論この領域の

直接的な体験的活動としてとり上げている数多くの造

形活動、フインガーベインテング、デカル・コマニー

ちぎり絵、流 し絵、浸 し染、版画 (絵、ステレン)吹
き絵、砂絵、本の葉細工、色水あそびや、 2日 ないし

3日 間通して活動する木工あそび、分解あそび (時計

や玩具)な どの活動の結果である事はいうまでもない。

(文 ・園長・鈴木 亮 )

函館市立本通小学校

などに積極的に指導を行い、

表現の喜びを味わせると共に

創造的表現力を伸ばす努力を

されておられる。また、廊下

の額に全校の子どもたちの作

品の掲示を黙々としている姿

にもファイトがイpJわ れる。さ

らに全道造形研や全国研など

にも多く参加 し、研鑽 を積ん

でおられる。そのような造形

教育に対する熱意が、全国展

:t'●
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=■
●
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ひとりひとりの創造的表現力を

伸ばす造形教育を求めて

千 葉 利 子 先生

祭りには絵画電車が行なわれ、各校から子どもたちが、 や全道展の入選・入賞者を多く出している所以であろ
参加して電車に絵を描 くのである。           う。長年市美術サークルの会計部長としても活躍。

千葉先生は、そのような行事や立体造形展、本工展     (文 ・函館市美術教育研究会研究部長 山谷礼司)
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第33回 全道造形教育研究大会・留萌大会

留萌テーマ

生活とふれ合い、創る心のひろがりを求める造形活動

会 期  昭和58年 7月 27日 (水 )・ 28日 (本 )
会場校  留萌市立留萌小学校

水 彩 え の ぐ  _使 用入 F同期―

I

水彩えのぐを始めて子供が手にする時、胸をわくわ

くさせてまるで宝物のようにそうっとあけておそるお

そる絵の具のチューブをさわっている。筆をしずかに

水に入れている姿、私はすばらしい光景として印象深

い。この大切な絵の具の使用入門期に適切な指導がい

かに重要かは論をまたないであろう。

なんといっても絵の具と水との関係からなりそして

筆という物を使ってぬるという二つの意義を持ってい

る。それには、子供自身の技量の問題、机上で絵をか

く作業のしやすさの問題、などがありこれらの点がう

まく相かみあって絵の具の楽 しさがあると考えます。

Ⅱ

筆 ○筆の持つ部分と持ち方 (真中よりやや

上の方で、かるくにぎる。)

○筆の大さ・彩色のスペースに応 じて

(大中小、三本位が理想的)

パレット ○溶 きカロ減を広く調節することのできる
機能的な物、後始末の簡単にできる物。

水彩えのぐと水加減

○水との使い方にあまり高度な技術の必要な絵

の具は不向きであり多少の水加減でも自由に

かくことができればよい。

Ill

以上紙面上の都合で、どうしても書ききれないがい

ずれにしても良い条件整備をしてやることから始める

のが大切であり、あまりうるさくそれ水がこばれる、

床がきたなくなることを気にして指導することは、絵

の具のおもしろき、たのしさを味わうことができない

であろう。 (文 ・札幌・新琴似緑小 花田正雄)

(友だち)新琴似緑小 3年 西村克彦画

抵目  ll式会社サワラワレバス 本L幌営業所  事胃
坤
lR南たlF!∴I鳳

●
サ
ク
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マ
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水

彩
１２
色
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Ｗ
ｌ２
■
■

５
０
０
円

一

第32回全道造形教育研究大会・室蘭大会にあわせて編集しました。大会参加者全員に配られますc

原稿をお寄せくださった先生方に深 く感謝いたします。

吉田倭雄 (西野小)・ 富田 泰 (南月寒小)・ 村谷利一 (札苗中)・ 東志 隆 (北辰中)
伊藤英世 (新琴似緑小 )



発 刊 E冒 せ て

北海道造形教育連盟

NO.66 号 外

研
究
紀
要
第
六
集

「指
導
の
構
築
」
発
刊
に
よ
せ
て

懲

道
造
形
教
育
墨

婁

部
長

船

着

昭

弘

本
日
、
研
究
紀
要
第
六
集

「指
導
の
構
築
」
を
室
蘭
大
会
の
参
加
者
み
な
さ
ん
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
当
連
盟
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
紀
要
に
あ
る

「学
習
内
容
の
系
統
表
Ｌ
造
形
学
習
能
力
表
」
は
、
ま
る
２
年
間
、
実
践
的
検
証
を

つ

み
重
ね
て
改
訂
し
、　
一
九
八
〇
年
に
発
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
な
お

一層
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
願

っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
特
に
、
「造
形
学
習
能
力
表
」
の
検
証
の
た
め
に
、全
道
各
地
の
実
践
者
か

ら
そ
の
研
究
的
実
践
の
例
を
頂
き
集
約
し
ま
し
た
。
幼
小
中
高
の
各
学
年
、
各
領
域
を
網
羅
で
き
る
よ
う
努

力

い
た
し
ま
し
た
が
、
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
能
力
表
と
実
践
例
を
対
比
し
て
み
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
編
集
に
工
夫
い
た
し
た
の
で
、
能
力
表
の
点
検

・
検
証
を
す
す
め
て
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
い

ま
す
。
多
く

の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
ご
指
導
を
項
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ジ旨導の構築ミ第 6集



第 1集第 3集 第 2集第 5集 第 4集

学
習
能
力
表
試
案
は
授
業
作
成
に
当

っ
て
、
誰
に
で
も
即
利
用
さ
れ
活
用
で
き
配
慮
事
項
が
細
か
く
出
て

い
る
事
は
、
永
年
に
わ
た
る
研
修
部
の
成
果
が
伺
が
ゎ
れ
ま
す
。
こ
の
成
果
が
全
道
の
仲
間
の
日
常
実
践
の

核
に
な
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
指
導
の
事
例
は
全
道
各
地
の
実
践
者
の
レ
ポ
ー
ト
だ
け
に
、
子
ど
も
の
立
場

を
考
え
た
細
や
か
な
授
業
へ
の
目
が
熱
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ど
の
事
例
を
と

っ
て
み
て
も
、
直
接
活
用
で
き

る
内
容
で
あ
り
、
全
道
の
仲
間
は
多
い
に
研
修
を
進
め
る
よ
り
所
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

釧
路
市
立
自
樺
台
小
学
校
　
　
西
　
　
　
弘
　
治

子
ど
も
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
変
転
に
着
目
し
、
「学
習
者
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
教
育
志
向
の
中
撼

っ
て
、
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
造
形
教
育
を
ね
が
い
、
学
習
内
容
の
系
統
表
と
造
形
能
力
体
系
表
が
改
訂

さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
も

つ
と
い
え
る
。

能
力

の
と
ら
え
方
と
し
て
、
発
想
、
計
画
と
技
術
に
分
け
、
構
成
能
力
を
造
形
秩
序
と
造
形
要
素
に
分
け

て
学
年
の
発
達
に
応
じ
た
目
標
と
つ
な
げ
て
い
る
が
、
各
能
力
の
お
さ
え
や
、
秩
序
や
要
素
の
分
け
方
等
、

現
場

の
実
践
に
よ
る
検
証
に
よ
っ
て
今
後
更
に
深
め
た
り
改
め
た
り
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

厚
沢
部
町
立
厚
沢
部
小
学
校
　

〓
一　
浦
　
敏
　
勝

ま
さ
に
、
第
六
集
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
り
、
何
よ
り
も
手
に
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
幼

か
ら
高
ま
で
、
現
場
の
実
践
家
に
よ

っ
て
、
授
業
を
と
お
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
記
録
と
い
う
こ
と
で
、
た
い

へ
ん
身
近
か
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
造
形
教
育
に
関
心
の
深
い
先
生
方
は
勿
論
の
こ
と
、
広
く
幼
稚

園
や
小
学
校
の
先
生
方
も
、
容
易
に
入
手
で
き
る
方
策
を
講
じ
て
あ
げ
た
ら
、
喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
室

・
別
海
中
央
小
学
校
　
　
川
野
上
　
　
　
彰

〃
指
導
の
構
築
″
第
六
集
は
、
造
形
能
力
体
系
表
、
造
形
学
習
能
力
表
が
新
指
導
要
領
を
基
盤
と
し
新
鮮

な
も

の
に
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
実
践
例
で
は
、
子
ど
も
の
実
態
を
と
ら
え
図
工
、
美
術
の
授
業
展
開
が

「
見
え
る
し
あ
わ
せ
、
感
じ
る
喜
び
「
か
け
る
Ｌ
つ
く
れ
る
「
使
え
る
」
…
‥
と
い
う
子
ど
も
達
の
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
特
に
今
回
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
小
中
の
連
け
い
を
密
に
し

た
実
践
研
究
を
し
て
い
か
ね
ば
と
思
う
の
だ
が
、
図
工
、
美
術
の
教
育
は
、
幼

・
小

・
中
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
芽
が
出
て
花
が
咲
く
は
ず
で
あ
る
し
是
非
と
も
よ
い
芽
を
育
て
色
々
な
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
土
壌
を
私
共
は
用
意
し
子
ど
も
達

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
気
づ
か
せ
、
う
る
お
い
の
あ
る
生

活
を
さ
せ
た
い
と
願

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苫
小
牧
市
立
光
洋
中
）７
校
　
　
片
　
桐
　
　
　
勉


